
　
全
国
で
、
年
間
約
４
万
件
の
火

災
が
発
生
し
て
お
り
、
そ
の
半
数

以
上
を
建
物
火
災
が
占
め
て
い
ま

す
。

　
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
は
、

建
物
火
災
に
よ
る
死
者
数
の
約
９

割
に
上
り
、
う
ち
半
数
以
上
が
65

歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。

　
住
宅
火
災
で
か
け
が
え
の
な
い

命
が
失
わ
れ
、
特
に
、
多
く
の
高

齢
者
が
住
宅
火
災
の
犠
牲
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
火
災
は
ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
ゆ

る
み
か
ら
発
生
す
る
こ
と
が
多
く

あ
り
ま
す
。
火
気
だ
け
に
限
ら
ず

電
気
機
器
な
ど
の
取
り
扱
い
に
は

十
分
注
意
し
、
日
々
の
住
宅
防
火

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

相
次
ぐ
住
宅
火
災

　
市
内
で
は
全
焼
し
た
住
宅
火
災

が
相
次
ぎ
発
生
し
、
死
者
や
負
傷

者
が
出
て
い
ま
す
。
原
因
に
つ
い

て
は
、
電
気
関
係
の
可
能
性
が
疑

わ
れ
ま
す
。

電
気
火
災
を
防
ご
う

　
電
気
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
お

い
て
不
可
欠
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
社
会
の
隅
々
ま
で
深
く
浸
透
し

て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
電
気
や

電
気
製
品
に
か
か
わ
る
火
災
が
数

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
火
災
の
主
な
原
因
は
、

使
用
者
の
維
持
管
理
不
適
や
取
り

扱
い
不
注
意
に
よ
る
も
の
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
差
し
込
み
プ
ラ
グ
（
プ
ラ
グ
）

や
コ
ン
セ
ン
ト
と
い
っ
た
配
線
器

具
は
、
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
（
コ

ン
セ
ン
ト
と
プ
ラ
グ
の
隙
間
に
溜た

ま
っ
た
湿
っ
た
ほ
こ
り
で
発
火
す

る
現
象
）
や
コ
ン
セ
ン
ト
内
部
の

接
続
部
の
緩
み
に
よ
る
発
熱
な
ど
、

気
が
付
か
な
い
と
こ
ろ
で
火
災
が

発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
使

火災に
注意！

□プラグを抜くときは、コード部分でな
　くプラグ本体を持つようにしましょう
□プラグは、コンセントと緩みがないか
　点検しましょう
□プラグにほこりが溜まっていないか点
　検しましょう
□コードが、家具などの下敷きになった
　り、押しつけなどにより傷ついていな
　いか注意しましょう
□コードを束ねたり、ねじれたままの状
　態で使用したりしないようにしましょう
□コンロの上方など、コードが加熱され
　るような場所での使用はやめましょう
□コンセントやコードには、使用できる
　電気量に制限があります。表示されて
　いる電気量を確認して使用しましょう
□タコ足配線していないか確認しましょう

用
し
て
い
な
い
電
気
製
品
や
電
源

コ
ー
ド
、
コ
ン
セ
ン
ト
、
プ
ラ
グ

な
ど
の
点
検
を
行
う
こ
と
が
大
切

で
す
。
ま
た
、
使
用
し
て
い
な
い

器
具
は
、
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト

か
ら
抜
い
て
お
く
よ
う
心
掛
け
て

く
だ
さ
い
。

　
電
気
関
係
の
火
災
を
防
ぐ
ポ
イ

ン
ト
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

安
全
チ
ェ
ッ
ク
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
て
大
切
な
家
族
を
火
災
か

ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、消
防
本
部
予

防
課
指
導
係（
☎
47
１
７
０
３
）へ
。

提供：大阪市消防局

　
桐
生
市
が
み
ど
り
市
に
申
し
入
れ
て
い
た
任
意
合
併
協
議
会
の

設
置
に
つ
き
ま
し
て
、
平
成
28
年
5
月
26
日
に
み
ど
り
市
か
ら
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
内
容
は
、
「
桐
生
市
と
の
合
併
に
つ
い
て
は
時
期
尚
早
で

あ
り
、
現
時
点
で
の
任
意
合
併
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
は
見
送

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　
私
は
市
長
に
就
任
以
来
、先
人
た
ち
が
桐
生
広
域
圏
と
し
て
育

ん
で
き
た
こ
の
地
域
が
、一
刻
も
早
く
一
つ
に
な
っ
て
将
来
に
備
え

る
こ
と
が
最
良
の
選
択
と
考
え
、こ
れ
ま
で
一
貫
し
て
み
ど
り
市
と

の
合
併
を
目
指
し
、様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
や
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
も
、
新
市

建
設
研
究
会
の
研
究
成
果
報
告
書
な
ど
に
よ
り
桐
生
市
民
の
皆
様

に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
み
ど
り
市
民
の
皆
様
に
も
現
状
に
お
い

て
提
供
で
き
得
る
限
り
の
判
断
材
料
を
示
し
、
現
状
や
将
来
に
つ

い
て
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
最
大
限
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、結
果
と
し
て
こ
の
よ
う
な
回
答
と
な
り
ま
し
た
。

　
み
ど
り
市
と
の
合
併
に
御
支
援
を
い
た
だ
い
た
多
く
の
団
体
や

市
民
の
皆
様
に
は
、
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
桐
生
市
民
の
「
豊
か
な
生
活
の
維
持
と
、
よ
り

住
み
や
す
い
環
境
の
創
出
」
を
唯
一
無
二
の
目
標
に
掲
げ
、
都
市

間
連
携
に
つ
い
て
も
「
桐
生
・
み
ど
り
地
域
」
と
い
う
こ
と
だ
け

に
固
執
す
る
こ
と
な
く
、
桐
生
市
民
の
生
活
を
最
優
先
に
考
え
る

中
、
柔
軟
な
姿
勢
で
将
来
に
向
け
た
連
携
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い

て
研
究
を
深
め
、
桐
生
な
ら
で
は
の
地
方
創
生
の
実
現
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

桐
生
市
長

桐
生
市
・
み
ど
り
市
の
合
併
に
向
け
た

任
意
合
併
協
議
会
設
置
申
し
入
れ
に

対
す
る
回
答
と
今
後
の
桐
生
市
の
方

針
等
に
つ
い
て

配線器具を取り扱う場合の注意点

広報きりゅう平成28年７月号 2

　
６
月
８
日
、「
第
86
回
全
国

市
長
会
議
」に
出
席
し
ま
し
た
。

国
に
対
す
る
様
々
な
意
見
具
申

を
取
り
ま
と
め
、
ま
た
、
熊
本

地
震
へ
の
対
応
な
ど
緊
急
事
項

を
決
議
し
ま
し
た
。
自
治
体
が

強
い
意
思
を
も
っ
て
課
題
解
決

に
あ
た
る
大
切
さ
を
改
め
て
実

感
し
ま
し
た
。

　
さ
て
、桐
生
市
で
は
、「
桐
生

市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」と「
桐
生

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
を
策
定
し
、
本
格
的

に
地
方
創
生
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、

人
口
の
現
状
や
将
来
推
計
な
ど

を
分
析
し
て
、目
指
す
べ
き
方

向
と
人
口
の
将
来
展
望
を
掲
げ

ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、総

合
戦
略
で
は
、基
本
目
標
達
成

の
た
め
の
具
体
的
事
業
を
盛
り

込
み
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
や
関
係
機
関

の
皆
さ
ん
と
〝
オ
ー
ル
桐
生
〟

で
、桐
生
な
ら
で
は
の
地
方
創

生
を
成
し
遂
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
以
上
の
御
支

援
・
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

社
会
福
祉
・
初
級
事
務
・

初
級
土
木
・
初
級
建
築

試
験
期
日
＝
９
月
18
日
（
日
）

試
験
会
場
＝
桐
生
市
役
所

職
種
と
試
験
内
容

▼
社
会
福
祉
＝
大
学
卒
業
程
度
の

教
養
試
験
、専
門
試
験
、適
性
検
査

▼
初
級
事
務
＝
高
校
卒
業
程
度
の

教
養
試
験
、
適
性
検
査

▼
初
級
土
木
・
初
級
建
築
＝
高
校

卒
業
程
度
の
教
養
試
験
、
専
門
試

験
、
適
性
検
査

対
象

▼
社
会
福
祉
＝
昭
和
57
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
で
次
の
条
件
に
該

当
す
る
人

①
社
会
福
祉
士
、
精
神
保
健
福
祉

士
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
の
登
録
を

し
て
い
る
人
又
は
平
成
29
年
３
月

ま
で
に
登
録
見
込
み
の
人
（
平
成

29
年
１
月
実
施
予
定
の
国
家
試
験

で
当
該
資
格
を
取
得
見
込
み
の
人

を
含
む
）

②
主
任
介
護
支
援
専
門
員
研
修
を

修
了
し
た
人
又
は
平
成
29
年
３
月

ま
で
に
修
了
見
込
み
の
人

▼
初
級
事
務
・
初
級
土
木
・
初
級

建
築
＝
平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
11
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
。
た
だ
し
、
大
学
卒
業
及

び
卒
業
見
込
み
の
人
は
受
験
で
き

ま
せ
ん
。

採
用
予
定
人
数
＝
各
若
干
人

申
し
込
み
＝
７
月
13
日
（
水
）
か

ら
29
日
（
金
）
ま
で
（
土
、
日
、

祝
日
を
除
く
）
の
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
に
、
市

役
所
３
階
の
人
事
課
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
郵
送
の
場
合
は
７

月
29
日
ま
で
の
消
印
が
あ
る
も
の

に
限
り
ま
す
。

　
試
験
案
内
と
申
込
用
紙
は
、
市

役
所
１
階
の
総
合
案
内
所
、
新

里
・
黒
保
根
支
所
、
各
公
民
館
の

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
有
り

ま
す
。

そ
の
他
＝
第
１
次
試
験
合
格
者
に

対
す
る
第
２
次
試
験
は
11
月
上
旬
、

第
２
次
試
験
合
格
者
に
対
す
る
第

３
次
試
験
は
11
月
下
旬
の
予
定
で
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
人
事
課
人
事

係
（
☎
内
線
５
４
２
）
へ
。

初
級
消
防

試
験
期
日
＝
９
月
18
日
（
日
）

試
験
会
場
＝
桐
生
市
消
防
本
部

試
験
区
分
＝
初
級
消
防

試
験
内
容
＝
高
校
卒
業
程
度
の
教

養
試
験
、
作
文
、
体
力
試
験

対
象
＝
平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
11
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
。
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
大
学
卒
業
及
び
卒
業
見

込
み
の
人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

採
用
予
定
人
数
＝
若
干
人

申
し
込
み
＝
７
月
13
日
（
水
）
か

ら
29
日
（
金
）
ま
で
（
土
、
日
、

祝
日
を
除
く
）
の
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
に
消
防

本
部
３
階
の
総
務
課
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
郵
送
の
場
合
は
７

月
29
日
ま
で
の
消
印
が
あ
る
も
の

に
限
り
ま
す
。

　
試
験
案
内
と
申
込
用
紙
は
、
市

役
所
１
階
の
総
合
案
内
所
、
新

里
・
黒
保
根
支
所
、
桐
生
消
防
署
、

桐
生
み
ど
り
消
防
署
、
各
消
防
分

署
、
各
公
民
館
の
ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
有
り
ま
す
。

そ
の
他
＝
第
１
次
試
験
合
格
者
に

対
す
る
第
２
次
試
験
は
10
月
中
旬
、

第
２
次
試
験
合
格
者
に
対
す
る
第
３

次
試
験
は
11
月
中
旬
の
予
定
で
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
消
防
本
部
総

務
課
庶
務
係
（
☎
47
１
７
０
１
）

へ
。幼

稚
園
教
員

試
験
期
日
＝
９
月
18
日
（
日
）

試
験
会
場
＝
桐
生
市
役
所

試
験
区
分
＝
幼
稚
園
教
諭
Ａ
、
幼

稚
園
教
諭
Ｂ

試
験
内
容
＝
短
大
卒
業
程
度
の
教

養
試
験
、
専
門
試
験
（
幼
稚
園
教

育
に
関
す
る
も
の
）
、
ピ
ア
ノ
実

技
試
験
（
課
題
曲
の
弾
き
歌
い
）
、

楽
器
演
奏
（
自
由
曲
）

対
象

▼「
幼
稚
園
教
諭
Ａ
」＝
昭
和
56
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、幼
稚

園
教
諭
の
免
許
及
び
保
育
士
資
格

を
有
す
る
か
取
得
見
込
み
の
人

▼「
幼
稚
園
教
諭
Ｂ
」＝
昭
和
46
年

４
月
２
日
か
ら
昭
和
56
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
、平
成
18
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
28
年
３
月
31
日

ま
で
の
間
に
幼
稚
園
の
教
員
又
は

非
常
勤
講
師
と
し
て
通
算
60
か
月

以
上
勤
務
し
た
経
験
を
有
す
る
人

採
用
予
定
人
数
＝
２
人
程
度

申
し
込
み
＝
７
月
13
日
（
水
）
か

ら
29
日
（
金
）
ま
で
（
土
、
日
、

祝
日
を
除
く
）
の
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
の
間
に
、

市
役
所
４
階
の
学
校
教
育
課
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
郵
送
の
場

合
は
７
月
29
日
ま
で
の
消
印
が
あ

る
も
の
に
限
り
ま
す
。

　
試
験
案
内
と
申
込
用
紙
は
、
市

役
所
１
階
の
総
合
案
内
所
、
新

里
・
黒
保
根
支
所
、
各
公
民
館
の

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
有
り

ま
す
。

そ
の
他
＝
第
１
次
試
験
合
格
者
に

対
す
る
第
２
次
試
験
は
10
月
下
旬

の
予
定
で
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
学
校
教
育
課

教
職
員
係
（
☎
内
線
６
４
８
）
へ
。

桐
生
市
職
員 

採
用
試
験

平
成
29
年
４
月
１
日
採
用

申
し
込
み
は
７
月
13
日
（
水
）
か
ら
29
日
（
金
）
ま
で
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